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(2) No.28：TECSTRM（東洋津波リスクマネジメントシステム） 

No. 28 
技術名称 TECS-TRM（東洋津波リスクマネジメントシステム） 

社名 東洋建設㈱ 
NETIS 登録番号 － 

公表先 自社ＨＰ 
参考 WEB ページ － 

連絡先 東洋建設(株)土木事業本部 営業第三部 角谷 竜二 
Tel.：03-6361-5462 E-mail：kakutani-ryuji@toyo-const.co.jp 

1. 技術開発の背景・契機 

 私たちの暮らしの安全を守る防波堤や護岸など構造物が健全であるかを判定するために

は、波浪と構造物、地盤の力学的全体像を評価する SOWAS(Soil-Water-Structure)コンセプ

トが重要である。模型実験技術と数値解析技術を駆使して津波ﾘｽｸ管理に役立てる。 
2. 技術の内容 

「TECS-TRM(ﾃｯｸｽ･ﾃｨｰｱｰﾙｴﾑ)」は、模型実験技術と数値解析技術を有機的に結合し、津波に

よる被害の推定から防災、減災構造物の提案までを網羅する津波ﾘｽｸを管理するｼｽﾃﾑである。

 
3. 技術の効果 

被災予測・ﾒｶﾆｽﾞﾑ解明・防災減災対策や安全施工の検討に役立つツール群を駆使して波浪と

構造物、地盤の力学的全体像を評価することが出来るようになった。 
4. 技術の適用範囲 

東日本大震災の検証はもちろん今後想定される規模の津波に対して高精度ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが可能。

一旦被災した構造物や地盤が、その後の津波で受ける影響をｼﾐｭﾚｰﾄすることが出来る。 
5. 活用実績 

地域住民や高校生・高専生に広く公開実験を通じて啓蒙。 
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